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複合型イミノ二酢酸キレート樹脂（SIDAR）を自製し、高硝酸ナトリウム濃度溶液に含まれる微量核種回

収に関する検討を行った。本研究の成果から、実装を見据えた大粒径の SIDAR においても硝酸ナトリウム濃

度に依らず多価の核種に対して高い吸着分配係数を示し、吸着速度も優れることが明らかとなった。 
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1. 緒言 

日本原子力研究開発機構の東海再処理施設内に貯蔵されている低レベル放射性廃液は、400 g/L 以上の硝酸

ナトリウムを主成分としていることから、廃液性状を決定するための微量核種の定量分析が課題となってい

る。そこで筆者らは、高塩濃度溶液中においても多価の核種に対して高い選択性を有するキレート吸着材に

着目し、従来のキレート吸着材の吸着速度を大幅に改善した複合型イミノ二酢酸キレート吸着材 (SIDAR : 

SiO2-P - IDA - Resin) の適用性について検討している。本会では SIDAR の実装を目指して、粒径を変化させ

た SIDAR を合成し、その基礎吸着性能や物性について評価したので報告する。 

2. 実験方法 

 SIDAR は多孔性 SiO2担体 (平均粒径 50 m および 300 m) に架橋度 10 %のクロロメチルスチレン - ジビ

ニルベンゼン共重合体を被覆し、イミノ二酢酸ジエチルと反応させた後、60 wt%硫酸を用いて加水分解し、

イミノ二酢酸基を導入することで作製した。以降、50 m のものを SIDAR、300 m のものを L-SIDAR と称

する。各 SIDARは 1 M NaOH を用いてコンディショニングした後、バッチ式吸着試験に供した。本試験では

各 SIDAR と試験溶液が体積比で 1 : 20 となるようスクリュー管瓶に封入し、298 K に設定した恒温振とう槽

で所定時間振とうした。試験溶液は金属イオンが各々1 mM、硝酸ナトリウムが 500 mM となるように調製し

た。試験前後の溶液の金属イオン濃度を ICP-OES で測定し、吸着分配係数を算出した。 

3. 実験結果および考察 

 Fig. 1 に SIDAR 及び L-SIDAR に対する各金属イオンの吸着分

配係数の pH 依存性を示す。Fig. 1 より、粒径変化による吸着分配

係数には、顕著な差異は確認されなかった。また、SIDAR 及び L-

SIDAR の何れにおいても pH の増大に伴い Mo(VI)の吸着分配係

数の低下が認められた。これは、イミノ二酢酸基より放出された

Na+イオンにより溶液の pH が増大し、酸性下では陽イオンとして

存在する Mo(VI)が Mo2O7
-等の陰イオンへと変化したことに起因

すると考えられる[1]。本会では、SIDAR 及び L-SIDAR の吸着速

度や動的な吸着・溶離挙動についても議論する。 
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Fig. 1 pH as a function of distribution coefficient of 

several elements on SIDAR and L-SIDAR 
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